
 

 

 

 

 

最初の 15 分〜20 分は、多読の時間です。生徒たちは、自らのレベルに適した本を選び、自

分なりのペースで読み進めます。キンダースクールで学んだ基礎をベースに、自力で文字を

読む力を身につけるための練習に取り組みます。自分のレベルに合った内容から始め、段階

的に難易度を上げていくことで、自信をつけながら読解力を向上させていくことが期待で

います。 

 
 

サークルタイムでは、月ごとのテーマに基づいたテーマ学習と、テクノロジーの時間で取り

扱うテーマに合わせて、アフタースクールラーニングが提供する独自の内容も展開されま

す。講師はオープンエンディドクエスチョンを用いて答えのない質問を投げかけ、生徒たち

からテーマに関連した意見を引き出します。これにより、キンダースクールよりも難易度が

上がる内容に挑戦し、より深い学びを得ることが期待されます。 

 

 

当校が力を入れているピクチャータイムでは、写真や動画を題材にして、生徒たちが自分の

考えを自由に表現できるようになるためのスピーキング練習が積極的に行われています。

生徒たちは英語で意見を述べたり、見たものを表現することを通じて、英語のコミュニケー

ション能力を向上させています。文章が長くても単語を駆使して自分の意見を伝えたり、講

師に尋ねることで、アウトプットの機会を多く設けています。。 

 

 
 

フォニックス：キンダースクールで獲得したフォニックスの基礎を中心に、より発展的な内

容に挑戦します。講師が提示した単語を音だけで聞き取り、それを正確に書くディクテーシ

ョンなどを通じて、正確なスペルや文法を磨き、読み書きの基礎力を強化します。 

文章の理解力の向上：長文読解は文章を理解するスキルを高めます。これにより、英検や

TOEIC のリーディングセクションで提示される複雑な文章や文脈をより効果的に理解でき

るようになります。 

語彙力の拡充：長文読解を通じて新しい単語や表現を学び、語彙力が向上します。これは、

英検や TOEICの試験で出題される単語や表現に対処する際に非常に役立ちます。 

情報抽出能力：質問から答えを見つける練習は、文脈から必要な情報を正確に抽出する能力

を向上させます。これは、試験の際に与えられた情報から正確な回答を見つけるために必要

なスキルです。 



 
 

お店屋さんごっこなどの体験型学習を通して、コミュニケーションスキルを向上させます。

ロールプレイでは、現実の状況を再現し、特定のシチュエーションで役割を演じることで、

実際の会話や話し言葉の練習を促します。例えば、レストランでの注文の場面では、生徒た

ちはウェイターや客として役割を担い、メニューを使って注文を行います。また、お店屋さ

んでの販売員やお客さんのロールプレイでは、実際のやり取りで使うフレーズを練習しま

す。これに加えて、身体を動かして行うゲームやカードゲームなど、英語を学ぶ工夫を取り

入れ、様々な種類の遊びを通してメリハリをつけます。 
 

 
 

当校オリジナル英語教材でネイティブスピーカーの話し言葉を繰り返し練習し、 語彙力、

フレーズをたくさん身につけていきます。当校で学んできた多くの生徒の英語学習に効果

が出ている、ネイティブスピーカーの話し言葉を習得するために開発されたNatural English

を使って、会話で頻繁に使われる単語やフレーズをリピー ト練習します。生徒たちは、ネ

イティブの発音やイントネーションを習得することで、より自然な英語表 現を身につける

ことができます。 

 
 

パソコンを使って週替わりのテーマに関するトピックを調べ学習します。 

インターネットで学んだことをイラストと文章でまとめてクラスで共有してプレゼンテー

ションする力を伸ばします。 
 

 
 

スナックタイムは、2時間のクラスの中間で短い休憩を取る時間です。お子様には、すぐに

食べられる分量のおやつとお飲み物をご用意いただき、スナックタイム中もその日のテー

マに関連するビデオを鑑賞しながら学習を継続します。この小さな休息を取り入れること

で、後半の 1時間も生徒たちはクラスにより一層集中しやすくなります。 
 

目標は英文を読み理解し、自分の考えを英語で表現できるようにすること 

長文読解練習やパソコンを使っての調べ学習、ピクチャータイム、リーディング(多読・音

読)、ライティング、自分の考え を自由に表現するスピーキング練習で、英語でのコミュニ

ケーションスキルを伸ばします。また、日本語に訳さずに英語を英語で理解する力をつけて

いきます。 

 


